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刺激 先行研究(Fallon & Rozin, 1985; Thomp-












【課題 1: 印象評価】Figure 1 に示す男性刺激、女
性刺激それぞれ5つずつについて、それぞれランダム
な順で1つずつ刺激を指定し、セマンティック・ディファ
レンシャル法(SD法: Osgood, Suci, & Tannenbaum, 


























Figure 1 シルエット画像(上: 男性刺激、下: 女性刺激) 
 
結果 

















因子得点に対して、2(実験参加者性別: 男性, 女性) 
× 2(刺激性別; 男性, 女性) × 5(体型操作; 非常に痩
せた, 痩せた, 標準, 太った, 非常に太った)の 3要因




(1, 156) = 32.843, p < .001)、体型操作要因( F (4, 
624) = 366.252, p < .001)においてそれぞれ主効果
がみられた。また、実験参加者性別 × 刺激性別( F  
 
Table 1 印象評定値に対する因子分析の結果 
形容詞対
おしゃれな-やぼったい .820 - .057 .639
美しい-醜い .804 .117 .734
清潔な-不潔な .787 - .025 .605
敏感な-鈍感な .706 - .516 .479
優秀な-無能な .668 .120 .523
好きな-嫌いな .638 .288 .634
心の広い-心の狭い - .176 .734 .469
頼もしい-頼りない .077 .714 .558
堂々とした-卑屈な .138 .659 .525
幸福な-不幸な .222 .659 .598
親しみやすい-親しみにくい .118 .625 .463
陽気な-陰気な .127 .620 .463




Table 2 刺激と実験参加者の性別ごとに集計した因子得点(M : 平均、SD : 標準偏差) 
男性画像 非常に痩せた - 0.268 0.632 - 0.285 0.681 - 1.104 0.673 - 1.179 0.651
痩せた 0.599 0.595 0.689 0.679 - 0.004 0.660 0.014 0.769
標準 0.680 0.553 0.834 0.617 0.521 0.546 0.681 0.509
太った - 0.426 0.549 - 0.510 0.566 0.333 0.692 0.372 0.652
非常に太った - 0.898 0.599 - 1.171 0.655 ** 0.282 0.914 0.151 0.872
女性画像 非常に痩せた - 0.169 0.656 - 0.275 0.669 - 1.005 0.718 - 1.234 0.686
痩せた 0.794 0.722 0.980 0.756 † 0.128 0.720 0.199 0.709
標準 0.946 0.574 1.024 0.583 0.683 0.508 0.848 0.546
太った - 0.494 0.591 - 0.554 0.559 0.096 0.695 0.173 0.693
非常に太った - 0.926 0.692 - 0.586 0.597 *** - 0.053 0.942 0.109 0.790







注) †: p < .10, **: p < .01, ***: p < .001 
(1, 156) = 4.703, p < .05)、刺激性別 × 体型操( F (4, 
624) = 6.242, p < .001)、 実験参加者性別 × 刺激

















に評価した(p < .05; p < .001)。標準体型に対しても







分析を行った結果、体型操作要因の主効果( F (4, 
624) = 208.294, p < .001)および刺激性別 × 体型操 
作( F (4, 624) = 8.156, p < .001)の交互作用がそれ
ぞれ有意であった。単純主効果の検定の結果、すべ
ての体型について、刺激の性別による差がみられた
(非常に痩せた: p < .05、痩せた: p < .05、標準: p 












 分析2: 体型についてのアンケート結果(課題2) 自
分自身の現在の体型と理想の体型およびダイエット経








ついて、2(参加者性別; 男性, 女性)×3(判断カテゴリ; 
痩せ型, 標準, 太め型)のクロス集計表について2 検
定を行ったところ、度数のばらつきは有意ではなかっ
た(2 (2, N = 158) = 3.155, n.s.)。次に、②今後どうな 
りたいかについて同様に 2(性別; 男性, 女性) × 3(判 
 








痩せ型 25 30.5 1.758 14 18.4 -1.758
標準 28 34.1 -0.525 29 38.2 0.525
太め型 29 69.5 -1.036 33 73.7 1.036
②今後どうなりたいですか？
痩せたい 39 47.6 -4.261 ** 61 80.3 4.261 **
そのまま 24 29.3 2.237 * 11 14.5 -2.237 *
太りたい 19 23.2 3.189 ** 4 5.3 -3.189 **
③ダイエットをしていますか？
はい 17 20.7 -4.172 ** 40 52.6 4.172 **
いいえ 65 79.3 4.172 ** 36 47.4 -4.172 **
男性参加者 女性参加者
 
注)  *: p < .05, **: p < .01 








非常に痩せた 2 2.5 -0.065 2 2.7 0.065
痩せた 28 35.0 1.498 18 24.0 -1.498
標準 38 47.5 -1.896 47 62.7 1.896
太った 12 15.0 0.804 8 10.7 -0.804
自分自身の「理想」の体型
痩せた 31 38.8 -4.220 ** 56 73.7 4.220 **
標準 49 61.3 3.941 ** 20 26.3 -3.941 **
恋人の「理想」の体型
痩せた 28 35.0 -1.077 33 43.4 1.077
標準 52 65.0 1.077 43 56.6 -1.077
結婚相手の「理想」の体型
痩せた 22 27.5 0.306 19 25.3 -0.306
標準 58 72.5 -0.478 56 74.7 0.478
男性参加者 女性参加者
 
注) **: p < .01 
 
断カテゴリ; 痩せ願望, そのまま, 太り願望)のクロス集
計表について2 検定を行ったところ、度数のばらつき





についても 2(性別; 男性, 女性) × 2(判断カテゴリ; は
い, いいえ)の2 検定を行ったところ、度数のばらつき
は有意であった(2 (1, N =158) = 17.405, p < .01)。
調整済み残差より、ダイエット経験があると答えた女性















































































生 60 名(男性 30 名・女性 30 名)が実験に参加した。
平均年齢は 21.450歳( SD = 2.228)であった。 
刺激 実験参加者の全身画像をデジタルカメラ
(CASIO  EXILIM  EX-Z300)で撮影し、パーソナ





ーテンを用いた。画像は Adobe PhotoShop7.0 を使
用し、人物を中心に 200 × 600ピクセルの大きさに加
工した。 







































傾向がみられた( t (29) = 1.573, p < .10)。缶は男女と
もに実際よりも太く推定する傾向がみられた( t (29) = 
1.394, p < .10; t (29) = 1.314, p < .10)。 
また、太さの推定値について、2(参加者性別; 男性, 
女性) ×3(項目; 現在の体型, 理想の体型, 缶の大き
さ)の 2 要因分散分析を行った。その結果、参加者性
別( F (1, 58) = 30.715, p < .001)および項目( F 
(2,116) = 36.953, p < .001)においてそれぞれ主効果
がみられた。また、参加者性別と項目の交互作用も有








































































響が非常に大きいと考えられる (e.g., Silverstein, 
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Possible cause of the gender differences regarding  
recognition of body and desire to be thin:  
On the aspect of perception and impression of body shape 
 
Yuiko SAKUTA (Tamagawa University Brain Science Institute) 
Miho SAITO (Faculty of Human Sciences, Waseda University) 
 
One of the reasons for young women’s desire to be thin has been suggested that they tend to think 
themselves fat regardless of their real shape. The current study examined the effect of inaccurate perception 
and subjective attractiveness of body shape on the drive for thinness by using semantic differential method, 
questionnaire regarding body shape (Experiment 1), and method of adjustment (Experiment 2) with focus-
ing on the gender difference. As the results, women recognized their own shapes correctly as well as men did 
and they judged standard body shapes, not thin shapes, as the most attractive, whereas they desired to be 
thin. The second experiment revealed converging results. Thus it is suggested that the large disparity be-
tween real body shape and desired body shape in women would cause the strong drive for thinness. 
 
Key words: body image, drive for thinness, gender difference, impression judgment, body perception. 
